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ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
①

慶
走
二
年

「え
え
じ
ゃ
な

い
か
Ｌ
お
礼
降
り
」
騒
動

等
性
夜

ノ
別
ナ
ク
人
心
始

ン
ド
狂
乱

セ
ル
モ

ノ
ノ
如

シ
」
と

い
う
有
様
だ

っ
た
．
沼
津
宿

本
陣

の
長
男
で
当
時
十
七
歳

の
間
宮
喜

卜
郎

も
、
仲
間
と
と
も

に
伊
勢
参
宮
を
金
て
て
家

出
し
、
そ

の
後
を
追

っ
た
同
行
者

は
九
十
余

人
に
の
は

っ
た
ル
ニ

う
。

左

に
図
示
し
た
史
料
は
、

こ
の
ほ
ど
原

の

植
松
善
夫
氏
宅
か
ら
望
月
宏
充
氏
が
発
見
さ

れ
た
も

の
で
、
‐
え
え
じ

ゃ
な

い
か
」
騒
動

の

お
り
、
三
島
大
社

へ
参
詣
し
た
人

々
の
行
列
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図

で
は
な

い
か
ル
一思

わ
れ
る
も

の
で
あ
る
．

若
考
を
先
頭
に
、
原
宿
内

の
各
小
事
毎

に
別

か
れ
、
色
旗
を
そ

の
日
印

に
、
女

・
ｆ
供
を

中

に
は
さ
ん
で
、
両
脇
に
は
世
話
人
が

つ
い

て
い
，２

「
化
笠

」
や

一
か
な
ぼ
ふ
」
と

い
＾

「
卯
卜
月
十
三
日
御
人
降
り
」

の
史
料
と
照

合
し
て
、
ほ
ぼ
間
違

い
な

い
と
思
わ
れ
る
．

「
え
え
じ

ゃ
な

い
か

」
に
関
連
す
る
史
料
と

し
て
極

め
て
面
白

い
も

の
で
は
な
か
ろ
う

か
＾

せ

ハ
人
彦
四
郎

瑚
Ш
官鉢ハｉ

せ

ハ
人

　

　

　

　

　

せ

ハ
人

与平次
　
かなばふ　女戦共衛

勘右衛門
せ
ハ人
　
　
　
　
ハは
入

恙
二
郎
　
　
女
ヤ

本

せ

ハ
人

　

　

　

せ

ハ
人

セ
左
衛
門
　
　

え́
ｔ

■
花
助

西
粗

‥
―
上

ハ
軒
町

|

着

・―
―

　
着

花

笠

十

粗贅

ハ
タ
小
供

せ

ハ
人

　

　

　

せ

ハ
人

　

　

　

　

　

せ

ハ
人

幸
左
衛
門

　

　

新
共
衛

〓
源
右
衛
円

　

平
吉

せ

ハ
人
伝
共
衛

か

な
IF
お、

せ

ハ
人
半
蔵

せ

ハ
人
多
平

せ
託
人
恙
共
衛

小
供

せ

ハ
人
共
助

女
中

木

せ

ハ
人
か
ご
や

小
供

せ

ハ
人
見
計
女
ヤ

せ
託
人
セ
平

女
ヤ

せ
暮 ハ

共 人
衛

喜
助

新
ロ

ホ 祖

タ

六釦
州
ハタ
・
供

青

ハ
タ

せ

ハ
人
源
共
衛

せ

ハ
人

‐
え
二
耶

権
右
衛
門

せ
常ハ
ノ` 人

せ

ハ
人
麗
助

せ
市ハ

共人
衛

せ

ハ
人

え
治
二
年

卯
年
十
月
せ
二
日
三
島
明
神
江
参
り
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

◇

外
国
人
の
見
た
沼
津
兵
学
校

―

弓
Ｆ
①

『
”
『

国
”
∽
け
よ
高
７
１

「
フ
ァ
ー

・
イ
ー

ス
ト
」
は
、
明
治

三
年
に
イ
ギ
リ

ス
人
ブ
ラ

ッ
ク
が
横
浜

で
発
行
し
た
英
文

の
雑
誌

で
あ
る
。

日

本

の
風
俗

・
歴
史
や
紀
行
文

。
随
筆
な

ど
を
掲
載
し
、
写
真
も

つ
い
て

い
る
。

当
時

の
日
本
を
知
る
に
は
大
変
貴
重
な

史
料

で
あ
る
。

以
下
に
紹
介
す
る
翻
訳
文
は
、
明
治

四
年
夏
、
宮
十
登
山

の
た
め
の
旅
行

の

途
中
、
沼
津
を
訪
れ
た
二
人
の
イ
ギ
リ

ス
人

の
紀
行
文
で
あ
り
、
「
フ
ァ
ー
・
イ

―

ス
ト
」
に
寄
稿

・
掲
載
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。
沼
津
兵
学
校

で
の
授
業
風
景

や
沼
津
城
内

の
様
子

・
沼
津
病
院

の
こ

と
な
ど
が
外
国
人

の
日
か
Ｌ
観
察
さ
れ

て
お
り
、
大
変
興
味
深

い
。
ま
た
生
徒

を
写
し
た
写
真
と
そ
れ
を
め
ぐ
る

エ
ピ

ツ
ー
ド
も
実

に
面
白

い
。

な
お
、
紙
面

の
都
合

に
よ
り
、　
一
部

省
略
さ
せ
て

い
た
だ

い
た
．

「
　
第
五
日

嵐
で
、
風

の
強

い
晩
で
あ

っ
た
が
、

朝
方

に
は
晴
れ
上
が

っ
た
の
で
、
私
た

ち
は
多
く

の
護
衛
を
連
れ
て
沼
津

の
町

の
見
物

に
出
か
け
た
。
ま
ず
私
た
ち
は

数
軒

の
見
せ
棚

に
行
き
、
物
価
が
横
浜

に
比

べ
て
た

い
へ
ん
異
な

っ
て

い
る

の

に
注
意
し
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
学
校

に
行
き
、
授
業
中

の
教
室
を
見
た
。
最

初

の
教
室

で
は
、
人

々
が
大
き
な
黒
板

を
前

に
し
て
着
席
し
、
英
文
法
を
学
ん

で
い
た
。
次

の
教
室

で
は
ゴ
ー

ル
ド

ス

´

ミ
ス
の
古
代

ロ
ー

マ
史

の
授
業
中

で
、

百
二
十
人

の
生
徒
が
お
の
お
の
自
分

の

番
が
く
る
と
声
を
出
し
て
本
を
読
ん
だ
。

そ

の
あ
と
で
私
た
ち
は
主
な
教
授
た
ち

に
引
き
あ
わ
さ
れ
た
。
彼
ら
は
私
た
ち

の
入

っ
て

い
く
と
き
、

．Ｌ

ｏ
‘

“
ｏ
■
ｃ
，
■

（
は
じ
め
ま
し

て
）
と
言

い
、
立
ち
去
る
と
き
に
は
、

；
の
ｏ
ｏ
Ｏ
‐げ
≪
ｐ
〓
（
さ
Ｉ
よ
か
子
与
）

と
言

い
、
そ
の
英
語
は
た

い
へ
ん

い
い

発
占
だ

っ
た
が
、
し
か
し
、

こ
の
二

つ

の
あ

い
さ
つ
が
、
彼
ら
の
英
語

で
百
お

う
と
し
た
す

べ
て
で
あ

っ
た
。
痛
ん
だ

ヨ
ー

ロ
ッ
ハ
風

の
籐
椅
子
を
す
す

め
ら

れ
た
が
、
私
た
ち
に
は
、

い
つ
こ
わ
れ

る
か
も
し
れ
な

い
椅
ｒ
に
坐
る
危
険
を

冒
す
よ
り
は
、
床
に
坐
る
ほ
う

が
よ
ほ

ど
安
楽

で
あ

っ
た
．

こ
の
学
校
は
古

い

城

の
中

に
あ
り
、
あ
る
大
名

の
紋
所

が

今
な
お
ど
の
教
室

の
壁

に
も
飾

っ
て
あ

る
．
城

の
周
囲
に
は
撃
壁
が
た
く
さ
ん

あ
り
、　
一
つ
の
床
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
る

が
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
整
然
と
維
持
さ

れ
て
い
る
．
――ｌｌ
か
ら
城

へ
の
人

日
の
問

構
え
は
た

い
へ
ん
丈
夫
な
石
造
物

で
あ

る
が
、
間
は
ど
れ
も
木
造

で
し
か
も
た

い

へ
ん
ず

っ
し
り
と
し
た
厚

み
が
あ
り
、

木
材
は

い
ず
れ
も
鉄
棒

で
強
く
締
め
合

´

せ
て
あ
る
。
城
か
ら
出
て
、
私
た
ち
は

病
院

の
ほ
う

へ
歩
を
進
め
た
。

こ
こ
は

細
長

い
低

い
三
階
建

の
本
造
建
築

で
あ

っ
た
。
患
者
た
ち
は
各
室
四

つ
な

い
し

五

つ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
風

の
寝
台
に
寝

て

い
た
。
窓
は

い
ず
れ
も
、
通
常

の
薄

い

白
紙
で
覆
わ
れ
た
小
さ
な
四
角
な
枠

の

代
り
に
何
枚
か
の
ガ
ラ

ス
が
は
め
て
あ

っ
た
。

こ
の
白
紙
が
日
本

で
は
ガ
ラ

ス

の
代
り
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
薬
局

に
は
ョ
ー

ロ
ッ
パ
の
薬
剤
が
ぎ

っ
し
り

あ

っ
て
、
人

々
は
グ
リ
セ
リ

ン
小
瓶

一

個
を
私
た
ち
に
く
れ
た
が
、

こ
れ
は
の

ち
に
な

っ
て
た

い
へ
ん
貴
重
な
贈
り
物

だ

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
室
内

に
は
空

気
と
光
が
満
ち
て
お
り
、
弱
り
切

っ
た

米
訪
者

に
も
、

一Ｔ
小
な
く
や
か
ま
し

い

医
家

に
も
気

に
さ
わ
る
と
こ
ろ
が
全
く

な

い
状
態

で
あ
る
の
を
認
め
た
。
私
た

ち

の
訪
ね
た
と
き
、

こ
の
病
院
に
は
二

十
四
人

の
患
者

が
入

っ
て

い
た
。
支
出

の
全
額
は
、
前

の
将
軍
家
に
よ

っ
て
ま

か
な
わ
れ
て

い
る
と
の
話

で
あ

っ
た
。

こ
の
数

の
倍

の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
余

地
が
あ
る
＾

（
後
略
ご

（
以
上

『新
編
物

語
藩
史
』
第
五
巻
所
収

の
金
井
園
氏
訳

を
転
載

）

「　
学
生
達
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（

聾
撃
饉
軽
彗

沼
津

の
学
校
で
英
文
法
を
勉
強
し
て

い
る
と
言

っ
て

い
た
若

い
紳
十
達

は
、

一
五
七
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
た
彼
ら

の
グ

ル
ー
プ
に
よ

っ
て
よ
く
描
写
さ
れ
て

い

る

（筆
者
注
、
写
真

の
こ
と
， ．
彼
ら
は

紳
士

の
子
供
達

で
あ
り
、
す

べ
て
幼
少

時
か
ら
二
本
差

の
権
利
が
あ
る
。
彼
ら

は
途
方
も
な

い
程
競
争
心
と
忍
耐
と
を

持

っ
て

い
る
。
彼
ら

の
誰

一
人
と
し
て

知
的
な
容
貌
を
し
て

い
な

い
も

の
は

い

な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
面
白

い
こ
と

に
彼
ら
か
ら
迷
信
を
取
り
去
る
こ
と
は

で
き
な

い
よ
う

だ
。

と

い
う

の
は
、
あ

の
写
真
が
撮
ら
れ
た
後
日
、
彼
ら
の

一

人
が
、
ホ
テ

ル
に
技
師
を
捜
し
出
し
、

ネ
ガ
を
や
ぶ
い
て
く
れ
る
よ
う

に
懇
願

し
た
の
だ

っ
た
。
写
真
を
撮
ら
れ
た
ら

近
目
中

に
必
ず
死
ぬ
と
言

っ
て
、
父
親

か
先
生

に
、
あ

の
グ

ル
ー
プ
の
中

に

い

た

こ
と
を
し
か
ら
れ
た
か
ら
だ
。
彼

の

そ
の
懇
願

が
聞
き
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う

か
は
、
読
者
諸
君
に
は
、
御
覧

の
通
り

お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
彼

の

顔
が
世
界
中

に
送
ら
れ
て

い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
我

々
は
彼
が
末
永
く
し
あ

わ
せ
な
人
生
を
楽
し
む
よ
う
祈

っ
て

い

る

」。

（
以
上
拙
訳

）

ば
れ
た
。
有
名
な
人
で
は
、
広
瀬
武
夫
、

上
村
彦
之
水
、
鈴
木
―ｌｔ
太
郎
、
財
部
彪
、

加
藤
寛
治
、
大
角
琴
生
ら
が
出
身
者

で

あ
り
、
大
将

一
五
人
、
中
将
六
九
人
、

少
将

一
一
八
人
、
合
計
二
〇
二
人
も

の

海
軍
将
官
を
生
ん
だ
。

ま
た
、
軍
人
ば
か
り
で
な
く
、
商
船

学
校
を

つ
く

っ
て
優
秀
な
船
員
を
養
成

し
た
。
近
藤
は
、
近
代
日
本
を
背
負

っ

た
海

の
男
た
ち

の
育
て
の
親

で
あ
り
、

海
事
教
育

の
先
駆
者
と

い
わ
れ
る
こ

文
久
三
年
、
江
原
が
入
門
し
た
こ
ろ

の
近
藤
塾
は
、
江
戸
四
谷
坂
町

の
鳥
羽

藩
邸
内
に
あ
り
、
ま
だ
攻
玉
社
と

い
う

塾
名
は
な
か

っ
た
。
蘭
学

・
数
学

・
航

海
術
な
ど
を
教
授
し
、
塾
生
は
二
十
数

人
で
あ

っ
た
。

江
原
は
、
主

に
洋
算
を

学
ん
だ
よ
う

で
あ
る
。
近
藤
は
、
江
原

よ
り
十

一
歳
年
長
だ
が
、

こ
の
当
時

二

人
は
ま
だ
三
十
代

・
二
十
代

の
若
者

で

あ
り
、
師
弟
と

い
う
よ
り
、
親
友
関
係

に
あ

っ
た
ら
し

い
。
慶
応
四
年
二
月
、

江
戸
開
城
を
め
ぐ

っ
て
、
抗
戦
か
恭
順

か
で
苦
悩
し
自
害
し
よ
う

と
し
た
江
原

を
近
藤
が
諌
止
し
た
と

い
う

エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
江
原

の
伝
記

に
詳
し

い
。

明
治

に
な

っ
て
か
ら

の
二
人

の
交
友
を

小
す

近
藤

の
書
簡
も

一
通
残
さ
れ
て

い
る
。

〈
参
考
文
献
〉
『近
藤
真
琴
先
生
伝
』
・

『攻
三
社
百
二
十
年
史
』
・
『図
説
教
育

人
物
事
典
』
上

・
豊
田
穣

『
夜
明
け

の

潮
』
・
『
江
原
素
六
先
生
伝
』

一稲
膊

一

文
久
三
年
春
、
講
武
所
砲
術
教
授
ガ

に
な

っ
て

い
た
江
原
素
六
は
、
開
塾
さ

れ
た
ば
か
り

の
近
藤
真
琴
の
私
塾
に
通

う
よ
う

に
な

っ
た
。

近
藤
真
琴
は
、
維
新
後
攻
工
社
と

い

う
私
塾
を
開

い
た
が
、
そ
れ
は
、
福
沢

諭
吉

の
慶
応
義
塾
、
中
村
正
直
の
同
人

社
と
並
ん
で
、
明
治
初
期

の
三
大
私
塾

と
‐‐手
ば
れ
た
。
ま
た
、
文
科
系

の
慶
応

義
塾

に
対
し
て
、
理
科
系
め

攻
三
社
と

言
わ
れ
る
な
ど
、
明
治
初
期
に
お

い
て

攻
三
社
は
私
学

の

一
方

の
雄

で
あ

っ
た
。

近
藤
自
身
、
明
治
政
府
に
仕
え
、
海

軍
操
練
所
―
海
軍
兵
学
寮
―
海
軍
兵
学

校

の
教
官
と
し
て
、
帝
国
海
軍

の
創
設

に
力
を
尽
し
た
が
、
攻
Ｉ
社
か
ら
も
多

く

の
人
材
を
海
軍

へ
送
り
出
し
、
攻
王

社
は
海
軍
兵
学
校

の
予
備
校
と
ま
で
呼

彫

雛

彬
射
阿
崎
勧
一

解
引疇
被
■

一
ネ
、ム４
３
を
，″
一こ
看
「
一

″■
‐～鸞
―
■
‐「
が
７
２
　
．́

宏
・フ′
―
計
を
，
７
ね

一

マ
ー
移
静
う
ち
千
・

の
・ｙ

が
外
ゥ
ニ́
ブ

一

請
別
一́赫
城

一

Ｆ
，
多

一
イ

い
ろ
ス
．
一

鍾

餞

一

晰

イ
一

り
′
多
推
矛
Ｉ
Ｆ
　
・ ▲江原素六宛近藤真琴書簡

明治 13・ 4年 二ろの もの と推定。久潤 を叙 し
和歌 を 3首同封 した とある。

洋
学
の
師

・
近
藤
真
琴
の
こ
と

近藤真琴
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お

知

ら

せ

欄

◎
企
画
展

「
間
宮
喜
十
郎
」
展
を
開
催

し
ま
す
。

来
る
九
月

一
日
か
ら
翌
年

一
月
七
日

ま
で
、
企
画
展

「
間
宮
喜
十
郎
」
展
を

４
階
展
示
室

で
開
催
し
ま
す
。
当
館

で

は
沼
津
兵
学
校
と
そ
れ
に
関
わ

っ
た
多

く

の
優
秀
な
人
材
を
取
り
あ
げ
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ
し
て

い
き
ま
す

が
、
今
回
は

明
治
時
代

の
沼
津
教
育
界
に
多
く

の
影

響
を
与
え
た
間
宮
喜
十
郎
を
展
示
紹
介

し
ま
す
。

沼
津
宿
本
陣
を
勤
め
た
間
宮
家

の
長

男
と
し
て
嘉
永
三
年

に
生
ま
れ
た
問
宮

喜
卜
郎

は
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校

に
学
び
ま
し
た
。

明
強
合
や
沼
津
費
の

校
長
を
歴
任
し
、
多
く

の
著
作
を
残
し

「
沼
津
文
庫
」
と
名
付
け
た
図
書
館

の

創
設
や

「
沼
津
新
聞
」

の
創
則
を
す
る

な
ど
、
四
卜
六
歳

の
短

い
人
生
を
果
敢

に
生
き
た
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

間
宮
本
陣
の
貴
重
な
資
料
も
初
め
て
公

開
さ
れ
ま
す
。

開
館
時
館
は
９
時
か
ら
４
時
半
ま
で
。

休
館
日
は
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
と
月

末
日
で
す
。

◎
歴
史
講
座

「沼
津
兵
学
校
」
の
受
講

生
を
募
集
中
。

１０
月
６
日
か
る
毎
日
曜
日
に
計
６
回

に
わ
た
る
連
続
講
座
と
し
て
歴
史
講
座

「
沼
津
兵
学
校
」
を
開
催
し
ま
す
。

明
治
維
新
直
後
、
駿
府
に
移
封
さ
れ

た
徳
川
家
に
よ

っ
て
静
岡
藩
の
藩
校
と

し
て
創
設
さ
れ
、
日
本
の
近
代
化
に
偉

大
な
足
跡
を
残
し
た
沼
津
兵
学
校
を
、

洋
学
史

・
軍
事
史
、
教
育
史
、
医
史
、

思
想
史

・
人
物
論
、
地
方
史
の
各
分
野

歴
史
講
座
Ｊ
相
津
兵
学
校
」
日
程

明
―
―
州
―
―
「
　
　
講
　
―
‐‐
団
―
―

一
―
‐

１０
月
６
日

（
日
）

一
所
　
十壮
吉
氏

午
後
２
時
～
４
時

．　
⌒軍
事
史
研
究
家
）

１０
月
１３
日

（
日
）

一
四
方

一
浙
氏

午
後
２
時
～
４
時

・
（国
士
館
大
学
教
授
）

１０
月
２０
日

（
日
）

土
屋
重
朗
氏

午
後
２
時
～
４
時

　

（医
史
研
究
家
）

１０

月

２７

日

（
日

）

田

村

貞

雄

氏

午
後
２
時
～
４
時

　

（静
岡
大
学
教
授
）

Ｈ
月
３
日

（
日
）

辻
　
真
澄
氏

午
後
２
時
～
４
時

　

（前
駿
河
図
書
館
長
）

午‐‐
翻
２‐０
］
」
州
」

一
映
画
上
映
会

の

一
流
講
師
陣
に
よ
り
、
多
角
的
に
掘

り
下
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
最
終
日
に
は
、
今
井
正
監
督
の

処
女
作
と
し
て
昭
和
１３
年
に
封
切
ら
れ

た
東
宝
映
画

「
沼
津
兵
学
校
」
の
上
映

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
日
程
左
表
）

三
度
と
得
ら
れ
な
い
こ
の
機
会
に
是

非
受
講
し
て
下
さ
い
。
お
申
し
込
み
は

当
館
ま
で
電
話
に
て
。
受
講
料
無
料
．

◎
小
野
隆
雄
新
館
長
が
着
任
。

当
館
の
館
長
は
、
こ
れ
ま
で
松
岡
剣

次
社
会
教
育
課
長
が
兼
任
と
な

っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
六
月

一
日
よ
り
前
教
育

委
員
会
次
長
の
小
野
隆
雄
が
専
任
の
館

長
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
い
。

（会
場

¨
明
治
史
料
館
講
座
室
）

日
本
近
代
化

に
お

沼
津
兵
学
校

沼
津
兵
学
校
附
属

教
育
と

「
沼
津
病
院
と
そ

の
医
師
た
ち

」

「
西
周

の
思
想
と
行
動

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
始
ま
る
。

当
館
主
催
の
古
文
書
解
読
入
門
講
座

（連
続
五
回
）
が
６
月
８
日
か
ら
講
座

室
そ
会
場

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
に
は
定
員
の
倍
を
超
え

る
受
講
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
予
想
外

の
好
評
を
得
ま
し
た
。
　
一昨
今
の
古
文

書
ザ
ー
ム
に
加
え
て
、
１１
曜
日
の
午
後

と
い
う
時

間
帯
の
設
定
が
、
新
し

い
受

講
者
層
を
開
妬
し
た
の
で
は
…
ｒ
と
館

側
で
は
分
析
し
て

い
ま
十
．

講
師
を
担
当
す
る
の
は
沼
津
市
立
高

校
の
友
野
先
生
っ
館
に
収
蔵
中
の
比
較

的
や
さ
し

い
郷
上
史
料
を
テ
，
ス
ト
に

し
な
か
ら
　
受

講
■
は
ミ
ミ
ズ

／
ｔ

″
１

ノ

ッ

ク
ｒ

卜
小
＾
′
一な

′
ヽ
一
，

‐
し

字
と
熱

む
に
取

り
組
ん
で

い
ま

す
「

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
２
号

獅
礁
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
側
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

８
〇
五
五
九
悧
三
二
二
五

容 |
そノト のけ
の学 位 る
開校 置  |

程
の
ァ |

Ｔ
［
翻
中
摯
眸
蹴
と
そ
の
前
後
―
」

一　
　
　
地
方
出
版
文
化
に
つ
い
て
ご

一
映
画

「
沼
津
兵
学
校
」
（東
宝
）

」
‐
‐
陀
悧
‐３
４
降
は
一
７階 L L I I
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